








引き起こし反射は背臥位の児の両手を引き,上体を起こすことによって,筋トーヌスと反射

をみようとするものである。これは新生児乳児の運動機能の評価法として,1)手技が簡単で

あり,聴診より短い時間でできる。2)頸部,躯幹,上下肢とほとんど全身の運動機能を判定で

きるという特色がある。本反射を乳児検診にとり入れるための標準化ができるか否か検討

した。 


